
 

～渕野辺総合病院からのお知らせ～ 
   

5月 8日、新型コロナは第2類から第 5類に変更となりました。この 3年間の苦しい戦い 

から、ようやくひと段落ついたということでしょうか？連休の後から、第 9波が襲ってくると 

いう予測もあり、第 8波よりも患者数は増加するとも考えられていましたが、今のところそれ 

ほど急激な増加は見られていません。しかし、安心できる状態ではないので、今後もしばらく 

は警戒が必要と思われます。今、韓国、中国では、新型コロナ患者の陽性者が急増しており、 

インバウンドも含めて今後の経緯を注意する必要があると思います。さらに、麻疹の流行も新 

たに懸念されています。 

 来年から、医師の働き方改革が実行されますが、医師のみではなく、医療従事者すべての意識の改革が必要と

なってきます。医師の指示の下だけでなく、コメディカルも医療職としての専門性を向上させ、多職種で医療の

質と労働生産性を上げていく必要があります。そして、患者のための専門性や「やりがい」をもって仕事ができ

るような職場環境を整えていくことが急務だと思われます。 
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２０２３年６月号 

渕野辺総合病院 病院長 世良田 和幸 

 

●『新任医師のごあいさつ』 

●『40 年間のニュースを振り返ろう！』 

●『春の叙勲受章及び神奈川県看護賞受賞 横井看護部長インタビュー』 

 



令和5年4月より入職しました 井廻佑介と申します。 

生まれは福岡県で広島を中心に西日本各地を転々とした日々を過ごしておりました。その後、北里大学医

学部に御縁があり関東に進出しました。趣味はプロ野球観戦。広島東洋カープのファンで毎日二軍も含め

てチェックをしています。 

北里大学病院、相模野病院消化器内科で勤務しておりました。今までの診療経験を生かしながら消化器

内科、内視鏡診断をメインに内科全般の診療をあたらせていただきます。 

よろしくお願いいたします。 

令和5年4月より入職いたしました、麻酔科の鴨田隆史と申します。 

横浜市立大学麻酔科医局に5年程度在籍した後、医局を離れ、その後は神奈川県内の複数の病院で勤務

し、今回当院の麻酔科で勤務させていただくことになりました。安全で丁寧な手術麻酔管理を心掛けてい

ければと思います。 

令和4年11月1日より入職いたしました、放射線科の松永敬二と申します。 

私は、香川県出身です。うどんが有名な県ですが、和三盆糖もおいしいです。ご存知の方もいるかと思い

ますが、香川県の一部には正月の雑煮に、あん入りのお餅を使うという風習があり、私の実家もあん入り

のお餅でした。意外と美味しいのですが県外の友人にはなかなか理解してもらえないようです。 

私は、1993年に北里大学東病院で放射線科の研修を開始してから、国立相模原病院、北里大学病院で勤

務していました。北里大学病院では、主に消化器系の画像診断を中心に担当してきました。30年近く相模

原市で働いておりますが、今後も地域の皆さんのお役に立てるよう努力してまいります。 
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新任医師のごあいさつ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

＜1983年＞  

・日本初の試験管ベビー東北大で誕生  ・日本海中部地震。死者104人 

 ・レーガン大統領、来日（第一次中曽根内閣）  ・戸塚ヨットスクール校長逮捕 

 ・ロッキード事件で田中元首相に有罪判決（東京地裁）  ・三宅島、21年ぶりに大噴火 

 ・フィリピンの野党指導者アキノ氏、マニラ国際空港で暗殺  ・東京ディズニーランド開園 

 ・任天堂が家庭用ゲーム機『ファミリーコンピュータ』を発売  ・大韓航空機撃墜事件 

＜1993年＞ 
 

 ・新幹線「のぞみ」が山陽新幹線で運行開始  ・曙が外国人力士として初めて横綱に昇進 

 ・ロスタイムの失点でW杯出場を逃す（ドーハの悲劇）  ・レインボーブリッジが開通 

 ・日本一の高さを誇る超高層ビル、横浜ランドマークタワーが開業  ・皇太子・雅子さま御結婚 

 ・法隆寺・姫路城・屋久島・白神山地が日本での初の世界遺産登録  ・サッカーＪリーグ開幕 

 ・インターネット（アメリカで大学や研究機関を中心に 

コンピュータ・ネットが生まれた） 

 ・福岡ドームが完成 

＜2003年＞  

 ・最後の日本産トキ「キン」が死亡  ・六本木ヒルズがグランドオープン 

 ・郵政事業庁が日本郵政公社への移行  ・さいたま市が政令指定都市に移行 

 ・小惑星探査機「はやぶさ」打ち上げ  ・朝青龍が第68代横綱に昇進 

 ・地上デジタルテレビ放送が東京、大阪、名古屋で開始  ・大江戸温泉物語オープン 

 ・宮崎駿監督「千と千尋の神隠し」が第75回アカデミー賞長編 

アニメ映画賞を受賞 

 ・オレオレ詐欺が横行 

＜2013年＞  

 ・アベノミクス始動、異次元緩和で円安・株高  ・W国民栄誉賞、長嶋茂雄さん＆松井秀喜さん 

 ・２０２０年夏季五輪・パラリンピック、東京開催決定。  ・消費税率８％への引き上げ決定 

 ・じぇじぇじぇ、NHK朝連続テレビ小説「あまちゃん」ブーム  ・特定秘密保護法成立 

 ・楽天、田中将大投手が24連勝で新記録樹立-タイトルを総なめ 

 

40年間のニュースを振り返ろう！ 

東京ディズニーランド４０周年とテレビで大々的に放送されていたので、４０年前から１０年ごとの出来事を 

調べてみました。 

思い起こすと色々なことがありました。 



ＪＲ淵野辺駅（北口）下車徒歩５分（駐車場あり） 

  ＊小田急線ご利用の方は町田駅で横浜線にお乗り換え 

  ＊京王線ご利用の方は橋本駅で横浜線にお乗り換え 

  ※快速は止まりませんので、各駅停車にお乗りください 

 連絡先  

渕野辺総合病院  （代表）       （０４２）７５４－２２２２ 

相模原総合健診センター （代表）  （０４２）７５３－３３０１ 〒２５２-０２０６  相模原市中央区淵野辺 ３－２－８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

横井 弥生 
副病院長 

兼 看護部長 
 

 

 

 

 

 

 

 

この度は、名誉ある章を頂きましたことを大変嬉しく思っております。また、皆様方に 

ご丁重なるお祝いのお言葉を頂戴しまして、この上ない光栄に存じ、心からお礼を申し上 

げます。これも看護師として歩み始めてから出会ってきた沢山の皆様のご支援とご指導の 

賜物と思いまして、心から感謝と御礼を申し上げます。今後も皆様方に少しでも恩返しを 

する事が出来るように、より一層仕事に励み、精進してまいりたいと思います。 

 

さて、渕野辺総合病院に赴任して1年が経ちました。新型コロナウィルス感染症が第5類となり、社会では

日常を取り戻しつつありますが、院内では感染症への危機管理に手が抜けない状況が続いています。また、少

子超高齢社会という新たな時代に向かい、医療・看護の大切なものを守りながら、変化に柔軟に病院の在り方

を考え課題に取り組んでいます。当院の理念は「共生と至誠」、そして看護の理念は「安全と温かな看護」で

す。医療・看護を必要とされる方が入院から退院、そして地域に戻られてもその方らしく暮らせるために、院

内の連携に加え病院の垣根を越えて行政や地域と連携し、患者にとって必要なケアが継続できるよう取り組ん

でいます。そして、人々の医療・介護ニーズが増大し多様化・複雑化する中で、ひとり一人の患者に関心を寄

せ、患者に必要な看護をその人に合った形で実践したいと考えています。当院には、時間に追われる多忙な

日々の中でも、立ち止まって目の前の患者や家族の思いに関心を寄せ、考え、実践する仲間がいます。渕野辺

総合病院の様々な職種の皆様と共に、当院だからこそできることを、みんなの力で形にしながら、地域の皆様

に信頼され安心して利用していただける病院であり続けられるよう取り組んでいきたいと思います。 

令和５年春の叙勲受章・第 58 回神奈川県看護賞受賞 

横井看護部長インタビュー 


